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1 は じ め に

近年,食生活の多様化によつて新しい野菜の需要が生

じてきている。固形培地耕栽培は葉菜,果菜,根菜類の

いずれも栽培が可能であり,様々な野菜の栽培に対応で

きると思われる。そこで固形培地耕栽培で新野菜の栽培

を行い,収穫までの日数,品質,栽培のしやすさ等を調

査,観察し,その適応性について検討した。

2試 験 方 法

試7raは2002年 H月 から2003年 3月 の期間,宮城農園研

内ガラス温室において行つた。供試品日とそれらの耕種

概要を表 1に示す。

(1)栽培様式および培養液管理

発泡スチロール製栽培槽 (50× 045× 015(m)容積

034■ 8)にやし殻繊維 (冨 田鐵工製,フ ィリピン産)を

充填 し栽培ベットとした。培養液はかけ流し式とし,タ

イマー制御のポンプとドリップタイプの潅水チュープで

給液した。培養液には大塚A処方1/2単位 (EC1 2dS/m)

を用いた。

(2)調査項目

収穫までの日数,収量,硝酸イオン濃度,アスコルビ

ン酸 (VC)を調査した。硝酸イオン濃度とアスコルビ

ン酸含量はRQフ レックス(小型反射式光度計システム)

で測定した。

3 試験結果及び考察

(1)ベ ビーリーフは品目によつて生育速度の差が大きく,

固形培地耕栽培にはピノグリーン,タ アサイ, ロシアン

ケール,千筋京水菜, レッドアジアンマスター ド,マス

ター ドグリーン,ビー トなどが適 した。 (表 1)

(2)セ ルリやシュンギクなどでは葉中の硝酸イオン濃度

が著しく高かつたことから,固形培地耕栽培は可能であ

るものの養液の組成の検討が必要と思われた。 (表 1)

(3)固 形II~地耕栽培方式を用いることで,ハツカダイコ

ンなどの根菜類の養液栽培も可能であつた。また,根に

付着しているヤシ殻は水洗いできれいに落ちるので収穫

後の調整が容易であつた。

(4)サ ラダゴボウとニンジンは収穫までに要する日数が

長く,生育が不良で収量も低かつた。

(5)固 形培地耕栽培ではパセ リ,カ ラシナ (グ リーンマ

スター ド, レッドマスター ド),ス イスチャー ドなども

連続収穫が可能であつた。

(6)本試験は冬場の試7raで あったことから,他のシーズ

ンでは収穫までの日数が短縮できると思われる。

4 ま と め

以上の結果から,サ ラダゴボウおよびニンジンを除く

品日で,lEl形培地耕栽培が可能であつた。特にベビーリ

ーフ (ピ ノグリーン,タ アサイ, ロシアンケール,千筋

京水菜, レッドアジアンマスター ド,マスター ドグリー

ン, ビー ト)ハツカダイコン (レ ッドチャイム),パセ

リ,セルリ,カ ランナ,スイスチャー ド,シュンギク,
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レタス, ミニチンゲンサイ,ルバーブ,ア シタバ,プン  バーブ,ア シタバなどは摘み取りによる連続収穫が可能

タレッラ,フ ローレンスフェンネルは栽培が容易であつ  であり,ハ ツカダイコンなどの根菜類の栽培も可能で収

た。また,カ ラシナ,スイスチャー ド,シ ュンギク,ル  穫後の調製が容易であることもわかつた。

表 1 供試品日の耕種概要及び調査結果
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*:定植から収穫までの日数
林 :連続収穫が可能なものはすべて連続収穫を行った。30日 間の収量。
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